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５. 水門や樋管等での対策工事

⑴門柱・函体部等の補強
最大クラスの地震が発生したら、施設はどうなるのか？

⑴堤防の液状化現象

⑵堤防での対策工事

その他にも、避難等に役立てていただくために、さまざまな対策を行っています。

最大クラスの地震が発生したら、施設はどうなるのか？

⑵ゲートの高速化・遠隔化
最大クラスの津波が発生したら、ゲートの閉鎖は間に合うか？　　 　　これを防ぐために

ゲートを閉じる
スピードが遅い

津波 津波

ゲートの閉鎖の
高速化

遠隔操作

対策工事後は、補強により地震の揺れによる各部破損を
防止し、機能の低下を防止します。

地震の揺れにより門柱、函体部が破損しゲートを閉じる
事ができない。

地震の揺れにより、地盤と堤防の土が横方向に動かない
ように鋼矢板を堤防の法尻に打込むことで、堤防の沈下
を防ぎます。

地震の揺れにより、地盤と堤防の土が横方向に動いて、
堤防が沈下したり亀裂が入ったり、法崩れ等が発生しま
す。

洪水や津波に伴う大規模浸
水時等に迅速な復旧活動が
できるように、国道10号延
岡大橋と大瀬川の堤防をつ
なぐ緊急坂路を整備してい
ます。

民間ホテルの屋上に津波監
視用のカメラを設置し、
ケーブルテレビや当事務所
のホームページ等で、画像
を配信しています。

五ヶ瀬川、大瀬川、北川、
祝子川の国が管理する区間
に河口及び合流点から約
1kmごとに設置しています。
また、そこの堤防の高さも
海抜で表示しており、洪水
や津波等の大規模浸水時の
避難に活用できます。

❶右岸・左岸を表示
❷河口からの距離を表示
❸堤防の高さ(海抜表示)

地震や津波、洪水等の大規
模災害が発生した場合に方
財町が孤立しないように安
全な避難路と復旧時の緊急
輸送路を確保するため、方
財町と延岡市街部（須崎
町）をつなぐ災害時緊急連
絡路が平成24年３月に完成
しています。

対策工事後には約４～４分30秒と早く閉鎖できるように
なりました。また、操作する人が閉めに行かなくても遠
隔操作でゲートを閉めることができます。

今までゲートの閉鎖に約13～14分かかっていた。

約13分 → 約４分

※ゲートが閉まる時間 ※ゲートが閉まる時間 ※ゲートが閉まる時間

【今まで】 【対策後】

約13分 → 約４分
【今まで】 【対策後】

約14分 → 約４分30秒
【今まで】 【対策後】

７）友内川水門

⑴緊急坂路設置 ⑵津波監視カメラ設置 ⑶堤防の高さを表示した距離標 ⑷災害時緊急連絡路

補強工事中 補強工事後

１）寺島水門

補強工事中 補強工事後

２）追内川水門

８）追内川水門 ９）大武川水門
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６. 堤防での対策工事

７. その他の対策工事

距離標
【１㎞毎】 【５㎞毎】

鋼矢板 鋼矢板

地震と津波から命を守るための対策実施箇所図
凡 例

設計津波の遡上方向

河川内の設計津波遡上上流端

対策前の設計津波越水箇所

施設計画上の津波の浸水範囲

堤防の液状化対策

水門・樋管等の門柱・函体部の補強及びゲートの高速化・遠隔化

水門・樋管等の門柱・函体部の補強

水門・樋管等の門柱函体部の補強及び、ゲートの遠隔化

ゲートの遠隔化

緊急坂路設置

監視カメラ設置箇所

堤防の高さを海抜表示した距離標

災害時緊急連絡路

※この浸水想定は施設計画上の津波(L1津波)により浸水が予想される範囲を国として浸水シミュレーショ
ンを行い、地図上に示したものです。最大クラスの津波による浸水範囲とは異なります。

耐震対策工事の内容
対策実施箇所 ゲートの高速化堤防の液状化対策 水門、樋管等の門

柱、函体部等の補強 ゲートの遠隔化施設区分

堤 防

水 門

樋門、樋管

対策前の浸水想定範囲

対策後の浸水想定範囲

緊急坂路設置イメージ

最大クラスの地震に対して、対策の必要性を確認し、施設計画上の津波が
堤防を越えないように最大クラスの地震に対する対策工事を実施しました。

これを防ぐために

最大クラスの地震に対して、対策の必要性を確認し、施設計画上の津波が堤防
を越えないように比較的発生頻度の高い地震に対する対策工事を実施しました。
対策工事を比較的発生頻度の高い地震に対して実施するのは、東日本大震災に
おいて、それまでに比較的発生頻度の高い地震の対策工事を実施していた堤防
が被害が少なかったからです。

これを防ぐために

大瀬川左岸鷺島地区
大瀬川右岸浜砂地区
友内川水門
大武川水門
追内川水門
寺島水門
大武排水樋管
岡富第１樋管
野田口樋門
古川樋門
西階排水樋管
吉野排水樋管
妙田樋門
桜小路排水樋門
東海第２排水樋管
二ッ島第２樋管
二ッ島第１樋管
川島樋門
川島排水樋管
無鹿樋門
川島第２樋管
川原崎樋管
川原崎樋門
中の瀬樋管
中の瀬樋門

延長＝約800ｍ
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